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…市会から国への要望等意見書

令和７年度予算全般や
主要施策分野ごとの議論の一部を

ご紹介します。

可決!
合計 1兆8,723億円
令和７年度当初予算

２月

市会後半
報告

令和７年度
当初予算等を

・重度障害者の住まいの場の整備に係る財政支援の強化を求める意見書
・白タク行為への実効性のある対策を求める意見書
・性犯罪の再犯防止の取組への支援の強化を求める意見書
・選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論の促進を求める意見書

令和7年度予算全般

●財政状況を伝えるのが非常に難しいということは
理解をしているが、財政状況の説明が十分に伝
わっていないと感じている。市民や議会に対し、
どのように説明していくのか。

●新京都戦略における財源の確保が十分に見通され
ているのか大変疑義を感じる。令和9年度までの
財源の見通しについて、どう捉えているのか。

宿泊税条例の一部改正

●宿泊税の見直しの考え方及び見直し内容を誤解のないよ
う宿泊事業者へ周知する必要がある。

●宿泊税によって生じる余剰財源を福祉や医療、事業者支
援をはじめ、行財政改革で見直した事業に充当すること
で、市民生活の豊かさの実感につなげるべき。

商工振興、観光振興

●スタートアップ支援や企業誘致だけでなく、これまで京
都経済を支えてきた事業者を支援すべき。

●京都市版オーバーツーリズム対策基本条例を策定し、本
市が抱える観光課題を国に伝えるとともに、市民生活と
調和・両立できる持続可能な観光を実現する必要がある。

交通事業

●市民優先価格の検討の中で、マイナンバーの活用など仕
組みが大きく変わろうとしているため、障害者手帳や福
祉手帳を提示しづらい障がいのある方に十分に配慮する
必要がある。

●民間バス事業者との協力や鉄道駅での接続等の工夫によ
り、市バスの路線・ダイヤの見直しによる影響を今後も
最小限にとどめるべき。

子ども若者育成支援

●新京都戦略において示された府市協調による子ども医療
費支給制度の拡充時期の見通しを伺う。

●次期はぐくみプランの策定に当たって集められた、子ど
もや若者からの意見のプランへの反映方法を伺う。

一般会計
9,575億円特別会計

（国民健康保険や介護保険他）

6,496億円

公営企業会計
（市バス・地下鉄・上下水道）

2,651億円

※億円未満を端数処理しているため、合計は一致しない。

そのほかの議案や審議結果、
意見書の全文などは、市会ホームページへ！

令和６年度補正予算の審議や代表質疑などが行われた2月市会前半の
内容については、第142号（４月15日発行）に掲載しておりますので、
市会ホームページなどからご覧ください。

令和7年度予算や関連案件である新京都戦略などについて徹底的に議論したのち、
3月25日の本会議で、令和7年度当初予算などを可決しました。

京都の未来
につながる
議論に注目！

市会だより京
都

年に7回、
市民しんぶん（区版）に
挟み込んで配布
しています！ 143
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